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私事で恐縮ですが，今年は職場が大学から研究

所に変わりました．臨床の現場を切り盛りしつ

つ，核医学診療の現場での問題点や要請を拾い上

げて研究を進めて行くという大学病院での日常か

ら，核医学における最先端の分子イメージング技

術を開発し，分子指標による病態解明を行おうと

いう明確な目的に向かった研究所ならではの仕事

に 180° 転換した感があります．「分子イメージン

グ」 という言葉は核医学も含めたライフサイエン

ス分野での昨今のキーワードの一つになってお

り，わが国でもこの分野を発展させるべくさまざ

まな資源が投下されつつあります．しかし，医

学・医療の発展にはいわゆる最先端の科学の発展

のみならず，臨床現場の視点での地道な研究も必

要なことは論を俟ちません．核医学の最先端の開

発研究から診療現場における臨床研究・技術的研

究まで，広く ANM 誌，核医学誌への投稿をお待

ちしております． （伊藤　浩）


